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資料-1 : 想定南海地震の地震動・液状化危険度・斜面崩壊危険度の予測手順



巻末資料-1 想定南海地震の地震動・液状化危険度・斜面崩壊危険度の予測手順

1 処理手順のフロー及び必要なファイル群

・必要パラメータ群はほぼ

固定されたデータ

・波形データのファイル形

式の変更可能 → 他の基盤

波形に変更できる

・このままWebで公開

・Web-GISの登録用である

・Excelファイルのセルに直

接出力 → Webの登録用

・急傾斜地崩壊箇所の解析時

に同時処理する

図-1 処理手順と必要なファイル群

鉛直1次元地盤柱状モデル

・Excelファイル(定型化シート)

・3次メッシュファイル名

・6次メッシュシート名

・地震動：DynEQ

・液状化：道路橋示方書

XMLデータベース生成ツール

必要パラメータ群

・CSVファイル×4

・液状化判定用統一土質常数

・標高－水位の関係データ

・工学基盤波形ファイル名

・丘陵地と見なすメッシュ

鉛直1次元地盤柱状モデルデータ

・XMLファイル

・3次メッシュファイル名

工学的基盤波形ファイル

・高知県モデル(ASP=3)

・5次メッシュ

動的変形特性ファイル

・CSVファイル

・粘性土，砂質土，礫質土

地震動予測計算ツール

処理結果ファイル(2)

・PDFファイル

・6次メッシュファイル名

処理結果ファイル(1)

・XMLファイル

・3次メッシュファイル名

連続処理

個別処理

処理結果ファイル(3)

・PDFファイル

・任意ファイル名

ArcGI S(G ISツ ー ル)

地形解析結果ファイル

兼処理結果ファイル(4)

・Excelファイル

斜面崩壊予測計算ツール

・斜面崩壊：

国総研マニュアル

予め急傾斜地崩壊警戒箇所ごとの

最大傾斜と最小曲率半径を求めておく

急傾斜地崩壊地データ

・ShapeFile

国土地理院10DEMデータ

・DEM形式

パラメータ確認用

イメージ

公開用イメージ

地盤DB 作 成

地震 動 予 測 処 理

斜 面崩 壊 予 測 処 理

Web登録用データ

Web登録用データ

2 地盤データとファイル

2.1 鉛直1次元地盤柱状モデル用Excelファイル

←想定Vsは中央防災会議での定義に準ずる

6次メッシュ格納用シート

図-2 鉛直1次元地盤柱状モデル用Excelファイル(ファイル名：2473.xls)

表-1 N～Vsの関係

記号 換 算 式

As Vs = 112.73×N^0.256×1.0×0.885

Ac Vs = 112.73×N^0.256×1.0×1.0

Ag Vs = 112.73×N^0.256×1.0×0.9

Ds Vs = 112.73×N^0.256×1.223×0.885

Dc Vs = 112.73×N^0.256×1.223×1.0

Dg Vs = 112.73×N^0.256×1.223×0.9

委員会資料P21. 図-4.6(中央防災会議・第2次高知県報告書)

7層～10層の平均速度値Vs=300m/sの工学的基盤波形の入射面を表す

N値が未記入の場合，委員会資料P22. 表-4.2を使用



2.2 液状化判定用地盤常数及び標高－水位データ

表-2 液状化判定用地盤常数

図-3 標高－水位

2.3 鉛直1次元地盤柱状モデルデータ(XML)

表-3 鉛直1次元地盤柱状モデルデータ仕様

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<!DOCTYPE 柱状体モデル情報 SYSTEM "JIBAN010.DTD">

<鉛直1次元地盤柱状体モデル情報 DTD_version="1.0">

<基礎情報>

<第3次地図メッシュコード></第3次地図メッシュコード> 5033-****

<作成業務名称></作成業務名称> ユビキタス高知***

<作成機関></作成機関> 高知地盤災害情報評価委員会

<作成日時></作成日時> 2011-3-31固定

</基礎情報>

<第6次地図メッシュ地盤情報> 最大64メッシュ

<第6次地図メッシュコード></第6次地図メッシュコード> 引用：Excel

<中心緯度></中心緯度> 6次メッシュコードから計算

<中心経度></中心経度> 6次メッシュコードから計算

<参照ボーリング番号></参照ボーリング番号> Excelより引用

<メッシュ平均標高>/<メッシュ平均標高> 引用：標高-水位ファイル

<工学的地震基盤深度Vs300></工学的地震基盤深度Vs300>

<工学的地震基盤深度Vs700></工学的地震基盤深度Vs700> 引用：Excel

<地下水位m></地下水位m> 引用：標高-水位ファイル

<速度層情報> 存在する層数分繰返し

<速度層順位></速度層順位>

<地質名称></地質名称> 引用：Excel

<地質コード></地質コード> 引用：Excel

<地質記号></地質記号> 引用：Excel

<層厚m></層厚m> 引用：Excel

<実測N値></実測N値>
*1 引用：Excel

<S波速度値></S波速度値> 引用：Excel

<P波速度値></P波速度値> 引用：Excel

<減衰常数></減衰常数> 引用：Excel

<湿潤密度></湿潤密度> 引用：Excel

地質コード
平均粒径
D50(mm)

細粒分
FC(%)

B 0.35 10

G1s 0.35 10

S1v 0.07 50

S1b 0.35 10

G1a 2.00 0

G1b 2.00 0

M1 0.025 75

M2 0.025 65

G2 2.00 0

G3 2.00 0

S2 0.35 10

M3 0.025 75

<非線形特性番号></非線形特性番号> 引用：Excel

<地下水位面下単位堆積重量></地下水位面下単位堆積重量> 引用：液状化用土質常数

<地下水位面上単位堆積重量></地下水位面上単位堆積重量> 引用：液状化用土質常数

<平均粒径D50></平均粒径D50> 引用：液状化用土質常数

<細粒分含有率FC></細粒分含有率FC> 引用：液状化用土質常数

</速度層情報>

</第6次地図メッシュ地盤情報>

<予備情報></予備情報>

</鉛直1次元地盤柱状体モデル情報>

*1： 未記入の場合，(1)の式により自動計算

表-4 鉛直1次元地盤柱状モデルデータ(ファイル名：5033-2473.xml)

<基礎情報>

<第3次地図メッシュコード>5033-2473</第3次地図メッシュコード>

<作成業務名称>ユビキタス高知（地質データを活用したリアルタイム地盤災害予測サービスの実証）

</作成業務名称>

<作成機関>高知地盤災害情報評価委員会</作成機関>

<作成日時>2011-3-31</作成日時>

</基礎情報>

････････････････････････････

<第6次地図メッシュ地盤情報>

<第6次地図メッシュコード>241</第6次地図メッシュコード>

<中心緯度>33.560938</中心緯度>

<中心経度>133.547656</中心経度>

<参照ボーリング番号>14-E-3</参照ボーリング番号>

<メッシュ平均標高>0.6</メッシュ平均標高>

<工学的地震基盤深度Vs300>28.90</工学的地震基盤深度Vs300>

<工学的地震基盤深度Vs700>65.00</工学的地震基盤深度Vs700>

<工学的基盤波形名>5033246433b.acc</工学的基盤波形名>

<地下水位m>0.0</地下水位m>

<速度層情報>

<速度層順位>1</速度層順位>

<地質名称>埋土</地質名称>

<地質コード>B</地質コード>

<地質記号>As</地質記号>

<層厚m>1.30</層厚m>

<実測N値>10.0</実測N値>

<S波速度値>180</S波速度値>

<P波速度値>918</P波速度値>

<減衰常数>0.03</減衰常数>

<湿潤密度>1.8</湿潤密度>

<非線形特性番号>②</非線形特性番号>

<地下水位面下単位堆積重量>18.0</地下水位面下単位堆積重量>

<地下水位面上単位堆積重量>16.0</地下水位面上単位堆積重量>

<平均粒径D50>0.35</平均粒径D50>

<細粒分含有率FC>10</細粒分含有率FC>

</速度層情報>

････････････････････････････



<速度層情報>

<速度層順位>9</速度層順位>

<地質名称>礫質土層</地質名称>

<地質コード>G2</地質コード>

<地質記号>Dg</地質記号>

<層厚m>17.50</層厚m>

<実測N値>53.8</実測N値>

<S波速度値>344</S波速度値>

<P波速度値>1755</P波速度値>

<減衰常数>0.02</減衰常数>

<湿潤密度>2.1</湿潤密度>

<非線形特性番号>③</非線形特性番号>

<地下水位面下単位堆積重量>21.0</地下水位面下単位堆積重量>

<地下水位面上単位堆積重量>19.0</地下水位面上単位堆積重量>

<平均粒径D50>2.00</平均粒径D50>

<細粒分含有率FC>0</細粒分含有率FC>

</速度層情報>

････････････････････････････

<速度層情報>

<速度層順位>11</速度層順位>

<地質名称>工学基盤面</地質名称>

<地質コード></地質コード>

<地質記号>RW</地質記号>

<層厚m>－</層厚m>

<実測N値>－</実測N値>

<S波速度値>700</S波速度値>

<P波速度値>2100</P波速度値>

････････････････････････････

</速度層情報>

</第6次地図メッシュ地盤情報>

2.4 工学的基盤波形データ(Vs=300m/s)

波形条件： 解放工学的基盤面波形(2E：自由面境界条件波形)

表-5 工学的基盤波形データ(ファイル名：5033148534.acc)

メッシュコード 最大加速度（gal） 時間刻み

5033148534 344.55066 0.01013353

0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 10f8.5

0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001

0.00847 0.00825 0.00820 0.00821 0.00816 0.00798 0.00766 0.00725 0.00683 0.00648

0.00625 0.00613 0.00608 0.00602 0.00587 0.00560 0.00519 0.00471 0.00421 0.00378

0.00115 0.00075 0.00033-0.00009-0.00051-0.00092-0.00131-0.00168-0.00206-0.00247

-0.00294-0.00346-0.00400-0.00450-0.00491-0.00518-0.00531-0.00531-0.00522-0.00510

-0.00499-0.00491-0.00487-0.00483-0.00478-0.00469-0.00455-0.00435-0.00412-0.00388

-0.00365-0.00347-0.00331-0.00319-0.00309-0.00301-0.00292-0.00283-0.00275-0.00266

2.5 動的変形曲線

表-6 動的変形曲線

3 地震動予測計算結果データとファイル

3.1 処理結果ファイル(XML)

表-7 処理結果(1)データ仕様

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<!DOCTYPE 柱状体モデル地震応答情報 SYSTEM "JIBAN110.DTD">

<鉛直1次元地盤柱状体モデル地震応答結果情報 DTD_version="1.0">

<地震基礎情報>

<地震第3次地図メッシュコード></地震第3次地図メッシュコード> 5033-****

<地震作成業務名称></地震作成業務名称> ユビキタス高知***

<地震作成機関></地震作成機関> 高知地盤････評価委員会

<地震作成日時></地震作成日時> 2011-3-31固定

</地震基礎情報>

<地震第6次地図メッシュ地震応答情報> 最大64メッシュ

<地震第6次地図メッシュコード></地震第6次地図メッシュコード>

<地震第6次地図メッシュ中心緯度></地震第6次地図メッシュ中心緯度>

<地震第6次地図メッシュ中心経度></地震第6次地図メッシュ中心経度>

<想定地震名></想定地震名> 想定南海地震

<地震標高m></地震標高m>

<工学的地震基盤速度値></工学的地震基盤速度値>

<工学的地震基盤深度m></工学的地震基盤深度m>

<地震地下水位m></地震地下水位m>

<地震応答情報>

<地表最大加速度値></地表最大加速度値>

<計測震度></計測震度>

<地表最大速度値></地表最大速度値>

<地表加速度卓越周波数></地表加速度卓越周波数> 加速度波形上のピーク

<重複反射最大増幅率></重複反射最大増幅率> 周波数

<重複反射卓越周波数></重複反射卓越周波数> 伝達関数のピーク周波数

<液状化PL値></液状化PL値>

<液状化ランク></液状化ランク>

<イメージファイル名></イメージファイル名> 処理結果(2)ファイル名

</地震応答情報>

</地震第6次地図メッシュ地震応答情報>

<地震予備情報></地震予備情報>

</鉛直1次元地盤柱状体モデル地震応答結果情報>

① 粘性土層 ② 砂質土層 ③ 砂礫層 ① 粘性土層 ② 砂質土層 ③ 砂礫層

1.0E-06 1.00 1.00 1.00 0.0 0.0 0.0

2.0E-06 1.00 1.00 1.00 0.0 0.0 0.0

4.0E-06 1.00 1.00 1.00 0.0 0.0 0.0

7.0E-06 1.00 1.00 1.00 0.0 0.0 0.1

1.0E-05 1.00 1.00 0.99 0.0 0.0 0.2

2.0E-05 1.00 1.00 0.98 0.0 0.1 0.5

4.0E-05 0.99 0.99 0.95 0.1 0.2 0.7

7.0E-05 0.99 0.97 0.91 0.2 0.5 1.2

1.0E-04 0.98 0.96 0.88 0.4 1.1 2.0

2.0E-04 0.97 0.92 0.81 0.6 2.0 3.8

4.0E-04 0.94 0.86 0.71 1.4 3.7 6.0

7.0E-04 0.91 0.77 0.60 2.5 6.1 7.9

1.0E-03 0.87 0.68 0.52 3.3 8.4 9.9

2.0E-03 0.79 0.52 0.40 5.6 12.8 12.7

4.0E-03 0.67 0.38 0.28 7.8 16.4 15.6

7.0E-03 0.53 0.27 0.21 9.9 18.5 17.9

1.0E-02 0.44 0.21 0.17 11.6 19.4 18.8

非線形特性(G/Go)パターン 非線形特性(減衰定数)パターン
ひずみ



表-8 処理結果(1)データ(ファイル名：O5033-2473.xml)

<地震基礎情報>

<地震第3次地図メッシュコード>5033-2473</地震第3次地図メッシュコード>

<地震作成業務名称>ユビキタス高知（地質データを活用････ービスの実証）</地震作成業務名称>

<地震作成機関>高知地盤災害情報評価委員会</地震作成機関>

<地震作成日時>2011-3-31</地震作成日時>

</地震基礎情報>

････････････････････････････

<地震第6次地図メッシュ地震応答情報>

<地震第6次地図メッシュコード>241</地震第6次地図メッシュコード>

<地震第6次地図メッシュ中心緯度>33.560938</地震第6次地図メッシュ中心緯度>

<地震第6次地図メッシュ中心経度>133.547656</地震第6次地図メッシュ中心経度>

<想定地震名>想定南海地震（平成15年高知県モデル・アスペリティ=3）</想定地震名>

<地震標高m>0.6</地震標高m>

<工学的地震基盤速度値>300</工学的地震基盤速度値>

<工学的地震基盤深度m>28.90</工学的地震基盤深度m>

<地震地下水位m>0.0</地震地下水位m>

<地震応答情報>

<地表最大加速度>869</地表最大加速度>

<計測震度>6.1</計測震度>

<地表最大速度値>123.8</地表最大速度値>

<地表加速度卓越周波数>1.2</地表加速度卓越周波数>

<重複反射最大増幅率>11.9</重複反射最大増幅率>

<重複反射卓越周波数>1.2</重複反射卓越周波数>

<液状化PL値>4.5</液状化PL値>

<液状化ランク>液状化発生の可能性が低い</液状化ランク>

<イメージファイル名>O50332473241.PDF</イメージファイル名>

</地震応答情報>

</地震第6次地図メッシュ地震応答情報>

････････････････････････････

6次メッシュ単位の個別処理

スペクトル表示を滑らかにする処理

工学的基盤面のS波速度値設定

全ての6次メッシュを連続処理

1メッシュの処理時間：約0.8～0.9秒

図-4 予測計算処理画面

3.2 処理結果(2)及び(3)ファイル(PDF)

Webで公開中のPDF

図-5 処理結果(2)ファイル(ファイル名：O50332473241.PDF)

地表加速度波形

解放基盤加速度波形

左：フーリエスペクトル

赤：地表。青：基盤

右：表層の伝達関数

複合波(応答波形)

図-6 処理結果(3)ファイル(ファイル名：EQ5033_2473_241.PDF)



4 急傾斜地の崩壊予測計算データとファイル

4.1 急傾斜地崩壊地ポリゴンデータ(Shape)

崩壊地のポリゴンデータと10mDEMデータによる、最大傾斜と平均傾斜を計算処理した後のポリゴ

ンデータを以下に示す。

・高知県の識別番号

・面積(m^2)

・最小傾斜角度

・最大傾斜角度

・平均傾斜角度

図-7 急傾斜地崩壊地ポリゴンデータ(Shape)

別途，最小曲率を求めた結果を格納するShapeファイルが存在する。

以上，2種類のShapeファイルから以下に示す一覧表データ(Excel)を作成する。

4.2 地形解析結果ファイル兼処理結果(4)ファイル(Excel)

・地形解析結果ファイル

・斜面崩壊予測計算ツールで

赤枠の中を埋める

・具体的には，急傾斜地(中心)

の6次メッシュを計算し「処

理結果ファイル(1)」からそ

のメッシュの最大加速度を

検索する

・処理結果(4)ファイル

・I列(最大加速度)とJ列(危険

度)をShapeファイルの新属

性値として登録し，最終的

にはWebに登録する

図-8 地形解析結果ファイル兼処理結果(4)ファイル(Excel)



資料-2 : アンケート用紙及び結果



自由記入欄 複数選択可 一つのみ選択

基本的な事項に関する質問です

Q01 あなたの性別をお答え下さい。 ○ 男性 ○ 女性

○ 20歳未満 ○ 20歳～29歳 ○ 30歳～39歳 ○ 40歳～49歳

○ 50歳～59歳 ○ 60歳～69歳 ○ 70歳以上 －

○ 水産・農林業 ○ 鉱業 ○ 建設業 ○ 製造業

○ 電気・ガス業 ○ 運輸業 ○ 情報通信業 ○ 商業

○ 金融・保険業 ○ 不動産業 ○ サービス業 ○ サービス(地質調査，コン

○ 教員 ○ 学生・大学院生 ○ 公務員 ○ 団体職員

○ 自由業 ○ 専業主婦(夫) ○ 家事手伝い ○ 無職

○ 営業 ○ 広報・宣伝 ○ 企画・マーケティング ○ 研究・開発

○ 設計・製造 ○ 役員・経営 ○ 法務・コンプライアンス ○ 総務・人事

○ 一般事務 ○ その他

本Webサイトについての質問です。

○ ○

○ ○

○ ○

○

南海地震の情報ページに関する質問です。 公開用Webサイトマップ(画面イメージ編)をご覧下さい。

南海地震の情報ページでは，予測結果を次の2種類で公開しています。どちらの方がわかりやすいですか。

Ａ：メッシュの予測結果を平滑化 Ｂ：メッシュの予測結果

Q07
Q10で「Ａ(平滑化)」のような表現方法の場合，実際に予測していない場所では誤差が入りやすいというデメ
リットもあります。 このようなことに対してご意見があればお書き下さい。

Q08
独自予測の南海地震情報ページでは，斜面の崩壊危険度の予測を行っています。 このような情報は今後も
必要でしょうか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q09
独自予測の南海地震情報ページでは，予測結果の詳細情報を公開しています。 このような情報は今後も必
要でしょうか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q10
独自予測の南海地震情報ページでは，揺れによる木造住宅の全壊被災率などの予測は行っていません。
このような情報を必要とされますか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q11 南海地震の情報ページで，今後整備・公開を希望する情報やコンテンツ類があれば自由にお書き下さい。

地域防災(洪水ハザードマップ)の情報ページに関する質問です。 公開用Webサイトマップ(画面イメージ編)をご覧下さい。

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

Q13 Q12で「その他」を選択された場合，どのようなハザードマップを希望されますか。

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

Q15 Q14で「その他」を選択された場合，どのような施設情報を希望されますか。

地盤診断の情報ページに関する質問です。 公開用Webサイトマップ(画面イメージ編)をご覧下さい。

Q16
地盤診断の情報ページでは，「地質リスク・地盤リスク」情報を独自に評価して公開しています。 このような情
報を必要とされますか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q17 Q16で「必要ではない」と回答された場合，その理由をお選び下さい。 ○
地価(不動産価格)が下
がる

○
そこまでの予測精度は
ない

○ その他

Q18 Q17で「その他」を選択された場合，具体的な理由があればお書き下さい。

Q19 Q16で「必要である」と回答された場合，あなたにとってどのようなリスク情報が必要でしょうか。

地域防災のページ(洪水ハザードマップ)

地盤診断のページ

Q06

豪雨時の土砂災害ハザードマップ 異常気象による高潮ハザードマップ

地震時の揺れ災害ハザードマップ 活断層ハザードマップ

地震時の液状化災害ハザードマップ 火山噴火災害ハザードマップ

地震時の津波災害ハザードマップ その他

地震時のため池崩壊ハザードマップ

崩壊や浸水で通れなくなる道路(避難に適さない道路) 避難に適する道路

広域避難場所 地域防災拠点

緊急給水栓 消火栓

地域医療救護拠点 緊急輸送路(一般車は通行不可となる道路)

官公庁 公園

警察署・交番 消防署

コンビニ・スーパーマーケットなどの商店 ガソリンスタンド

公衆トイレ

公衆電話 その他

ユビキタス特区事業のページ

南海地震情報のページ(高知県の予測結果) 災害・防災公開サイトのページ

南海地震情報のページ(本委員会の独自予測結果) 地質・災害解説のページ

Q12

－

Q14
ハザードマップには避難場所や避難路などが記載されています。
あなたが必要と考える施設などの情報をお選び下さい。

－複数回答です－

－

－ －

本情報ページは高知市の許可を得て，ハザード情報を転載しています。
今後，どのようなハザードマップがあると安心ですか。

－複数回答です－

社会福祉施設(要援護者施設) 災害用井戸

災害用地下給水タンク

○ ○
B(メッシュ)の方がわかり
やすい

－

－ －

どちらでも良い

Q02 あなたの年齢をお答え下さい。

Q03 あなたの職業をお答え下さい。

Q04 あなたの職種をお答え下さい。

本サイトで提供している情報で，どのページをご覧になりましたか。
－複数回答です－

Q05

－

－

－

－

○
A(平滑化)の方がわかり
やすい



Q20
地盤診断の情報ページなどでは，「地質断面図」を独自に作成して公開しています。 このような情報を必要と
されますか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q21 現在公開中の「地質断面図」は，あなたにとってわかりやすいですか。 ○ わかりやすい ○ わかりにくい ○ どちらでもない

Q22
地盤診断の情報ページなどでは，「3D地盤モデル」を独自に作成して公開しています。 このような情報を必
要とされますか。

○ 必要である ○ 必要ではない ○ どちらでもよい

Q23 現在公開中の「3D地盤モデル」は，あなたにとってわかりやすいですか。 ○ わかりやすい ○ わかりにくい ○ どちらでもない

Q24 Q21あるいはQ23で「わかりにくい」を回答された場合，どのような表現方法がわかりやすいかお教え下さい。

Q25
本サイトでは，国・県・市などのボーリングデータが同じ電子地図を使って検索できるのが特徴ですが，そのこ
との利便性についてご回答下さい。

○
それぞれにアクセスしな
くてよいので便利である

○
それぞれの公開サイト
にアクセスするので必要
性を感じない

○ どちらでもよい

Q26
本サイトでは，ハザードマップ上にボーリング位置を表示できるのが特徴ですが，そのことの利便性について
ご回答下さい。

○
それぞれにアクセスしな
くてよいので便利である

○
それぞれの公開サイト
にアクセスするので必要
性を感じない

○ どちらでもよい

その他の情報ページに関する質問です。 公開用Webサイトマップ(画面イメージ編)をご覧下さい。

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ －

Q30 Q29で「その他」を選択された場合，どのような情報を希望されますか。

地盤の診断サービスやリスク情報などの提供サービスに関する質問です

○ ○

○ ○

○ ○

Q32 Q32で「その他」を選択された場合，どのような診断や相談内容を希望されますか。

Q33 このような地盤災害関連情報や，ハザードマップに関する情報提供が「有償」である場合利用しますか。 ○ 利用する ○ 金額次第では利用する ○ 無償なら利用する ○ 利用しない

Q34 その他，全般にわたる事項に置いて，何かご意見がありましたら，ご遠慮なくご記入下さい。

防災科学技術研究所・統合化地下構造データベース
ジオ・ステーション（Geo-Station）

防災科学技術研究所・地すべり地形分布図

Q31
あなたの自宅や購入しようとする地盤について，診断や相談を「有料」で実施してくれる機関や企業があったら
利用されますか。

－複数回答です－

Q29
あなたは，地盤災害や自然災害に関して，どのような情報が必要と思われますか。

－複数回答です－

Q27
インターネットで公開されている 地盤情報など で，あなたがご存じの情報にチェックして下さい。

－複数回答です－

Q28
インターネットで公開されている 災害緊急情報 で，あなたがご存じの情報にチェックして下さい。

－複数回答です－

国土交通省・国土地盤情報検索サイト
(KuniJiban)［ボーリングデータ］

豪雨時に発生する洪水(浸水)に関する情報
豪雨時に発生する土砂災害
(土石流・急傾斜地崩壊)に関する情報

国土交通省・土地分類基本調査

高知市地盤図(地質図)

防災情報提供センター (国土交通省) こうち防災情報 (高知県 危機管理部)

産総研・地質調査総合センター・シームレス地質図

南海地震時の液状化に関する情報

南海地震時の地表震度に関する情報

国土交通省・土地分類調査(垂直調査)

土砂災害警戒情報 ： 高知県 (気象庁) 高知県・土砂災害警戒避難基準情報(雨量)

地震災害(揺れ)による延焼危険区域や建物の被災に関
する情報

地震災害(液状化)による延焼危険区域や建物の被災に
関する情報

地震災害(津波)による建物の被災に関する情報 南海地震の地表加速度に関する情報

南海地震時の地表速度に関する情報

防災情報のページ (内閣府)

四国地盤情報データベース(四国地整他)

四国防災ポータルサイト
(四国東南海・南海地震対策連絡調整会議)

土地造成で発生した大規模盛土に関する情報

その他

自宅の新築、改築あるいは購入時に、基礎工事費用の
見積もりサービス

その他

豪雨時の土砂災害に対する安全診断サービス 豪雨時の洪水災害に対する安全診断サービス

地震時の建物倒壊に対する安全診断サービス 地震時の津波災害に対する安全診断サービス

－

消防・防災等に関すること (高知市 危機管理室) －

－

－

－
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